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　幼虫はクシケアリ類の巣に運ばれアリの
卵や幼虫を食べる、珍しい習性の蝶。ワ
レモコウが生えるススキ草原に生息する。
近年では良好な草原が減少し、個体数が
激減している。翅の模様の地域変異が著し
く、中国山地ではこのように大型で、翅表
の青色部が発達する。
　暑い盛りの8月の朝、ブユの攻撃に耐え
ながら生息地のススキ草原を歩き廻り、よ
うやく出会えた個体が朝日を浴びて翅を開
く。暑さや疲れも忘れる、至高の瞬間が
訪れた。
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